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収
穫
を
終
え
て
」
 松
久
脩
さ
ん
 

2014お
ぐ
に
フ
ォト
コ
ン
テ
ス
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

「
収
穫
を
終
え
て
」
 松
久
脩
さ
ん
 

2014お
ぐ
に
フ
ォト
コ
ン
テ
ス
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

　
秋
と
い
え
ば
色
鮮
や
か
で
綺
麗
な
紅
葉
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
黄
金
色
の
田
園
風
景
こ
そ
小
国
の
秋
。

　
こ
の
景
色
が
終
わ
る
と
待
ち
に
待
っ
た
新
米
が
食
卓
に
あ
が
り
ま
す
。

　
今
年
も
お
ぐ
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
小
国
の
素
敵
な
風
景
を
写
真
に
お
さ
め
て
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
問
オ
グ
ニ
ベ
ー
ス
事
務
局
（
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
階
）
☎
46-4440

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://oguni-base.com

/
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合
。「
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
ヨ
チ
ヨ
チ
」
が
行
わ
れ
、

か
わ
い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
に
一
同
癒
さ
れ
、
大
人

も
自
然
と
笑
顔
に
。
さ
ら
に
、
大
人
気
の
チ
ン
ド
ン
ヤ

や
移
動
動
物
園
が
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
は
子
ど
も
相
撲
大
会
。
御
仮
屋
の

土
俵
に
園
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
約
30
名
が
集
ま

り
、
真
剣
な
表
情
で
大
人
顔
負
け
の
取
組
み
を
み
せ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夜
は
ゆ
め
お
ぐ
に
２
階
で
九
州
大
学
落

語
研
究
会
に
よ
る
落
語
と
、
曲
芸
師
「
米
ち
ゃ
ん
」
の

江
戸
曲
芸
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
。
そ
し
て
恒
例
の
肥
後
に
わ
か
が
始
ま

る
と
、
館
内
は
大
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

18
日
（
日
）、
ま
ず
最
初
に
始
ま
っ
た
の
は
大
字
対

抗
奉
納
相
撲
。
各
大
字
代
表
の
力
士
た
ち
が
ぶ
つ
か
り

合
い
、団
体
戦
で
は
黒
渕
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

10
時
半
に
は
、
に
ぎ
わ
い
パ
レ
ー
ド
が
両
神
社
を
ス

タ
ー
ト
。
小
国
中
吹
奏
楽
部
を
先
頭
に
園
児
か
ら
高
校

生
ま
で
の
６
団
体
、
一
般
10
団
体
が
参
加
し
、
宮
原
商

店
街
を
踊
り
歩
き
ま
し
た
。
は
っ
ぴ
姿
の
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
や
、
鳴
子
の
音
、
賑
や
か
な
太
鼓
や
ラ
ッ
パ
の

音
で
お
祭
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま
す
。

話　　題

ふ
る
さ
と
の
秋
祭
り

　　

16
日
（
金
）
午
後
６
時
半
。
一
番
街
方
面
か
ら
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
小
国
少
林
武
術
・
柔
道
若
杉
館

の
子
ど
も
た
ち
と
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
幻
想
的
な
御
神
火
で
祭

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

17
日
（
土
）
午
後
１
時
。
け
や
き
広
場
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
大
集

　

10
月
16
日
か
ら
18
日
。
秋
晴
れ
の
空
が
広
が
る
下
で
、

今
年
も
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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杉
の
穂
で
造
ら
れ
た
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
り

物
は
本
物
そ
っ
く
り
の
出
来
ば
え
で
、
町
内
各
所
に
飾

ら
れ
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
大
盛

況
。
抽
選
会
の
豪
華
賞
品
を
狙
っ
て
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
祭
り
会
場
を
巡
り
ス
タ
ン
プ
を

集
め
ま
し
た
。　

　

午
後
３
時
か
ら
の
神
幸
祭
が
始
ま
る
と
祭
り
は
い

よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
笛
の
音
と
と
も
に
下
城
楽

が
神
興
行
列
を
先
導
し
て
御
仮
屋
か
ら
小
国
両
神
社
へ

向
い
ま
す
。
小
国
両
神
社
の
主
神
で
あ
る
高
橋
大
明
神

と
火
宮
大
明
神
の
ご
神
体
を
乗
せ
た
２
基
の
神
輿
が

町
中
を
通
る
と
、
縁
起
を
か
つ
ご
う
と
大
勢
の
人
が
神

輿
の
下
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
い
ま
し
た
。
両
神
社
前
で

抽
選
会
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
神
輿
が
両
神

社
に
到
着
す
る
と
下
城
楽
が
楽
を
奉
納
し
て
ゆ
っ
く
り

と
祭
り
の
幕
が
降
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
土
日
が
重
な
り
、
お
祭
り
に
合
わ
せ
て
里
帰

り
し
た
方
々
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
秋
晴
れ
の
下
、

た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
盛
大
な

祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

話　　題



4OGUNI 2015.11

○○○○○○

「事実としての小国の人口」
   

トクノスクール・農村研究所理事長
（熊本大学名誉教授）  　徳野 貞雄

　10 月 1 日から、第 20 回（2015 年）
国勢調査が開始されている。今回の
国勢調査は、「スマート国勢調査」
と云うインターネットでの回答も導
入されている。第１回国勢調査は大
正 11 年（1920 年） に行わ れ、 以
降 5 年毎に 10 月 1 日の日本の全世
帯を対象に、人口数だけではなく、
年齢別、配偶関係別、就業状態別、
産業・職業別人口なども調べる。
　 大 正 11 年 の 第 1 回 調 査 で の 日

本 の 総 人 口 は、55,963,053 人 で
あ り、 平 成 22 年（2010 年 ） の
128,057,352 人の半分もいなかった。
長期のトレンドで見れば、現代の日本
は「人口減少」ではなく、急激な「人
口増加」をした国である。しかし、現
代の地方の社会的トレンドは「人口
減少」、出生率の低下、「過疎化」な
どが声高に叫ばれている。何故、こ
のような逆転した事態になっているの
かを、小国町を事例に考えてみたい。
　小国町は、市町村制が引かれた
明治 22 年（1889 年）に、7161 人（宮
原 1344 人より上 田 1435 人、 黒 渕
1909 人の方が人口は多かった）。第
1 回国勢調査（大正 11 年・1920 年）
には、10,203 人と約 3000 人近くの
人口増加が見られる。さらに 35 年
後の 1955 年（昭和 30 年）の国勢
調査では、約 6000 人以上も増加し、
16,467 人にも達している。国勢調査
ではこの時が小国町の人口のピーク
である。そして、55 年後の 2010 年（平
成 22 年）の国勢調査では、約 8500

人も減少し、7874 人になっている。
まるでジェットコースターのような人
口推移である。でも、明治期よりも
現在の方が人口はまだ多い。
　この人口の急激な変動は、本当
は非常に複雑な要因によって発生し
ている。まず第 1 は、1955 年頃か
ら始まった有史以来のバースコント
ロールによる出生数の激減である。
今の 70 歳以上の人の兄弟の数は、
6 人 ～ 8 人 は ザラであった。 ほ ぼ
60 歳以下の人だと 3 人以下に減少
した。しかし、最も大きな要因は、
1955 年頃からの産業化・都市化に
よる若・壮年層の流失である。経済
的に豊かになるために子弟をマチに
出し続けた。この人口の自然動態と
社会動態の変化の複合体が、人口
減少の基本的要因である。
　以上、事実としての小国町の人口
の変化を見てきた。今回の国勢調査
では、さらなる人口減少が予測され
るが、その結果を冷静に凝視して、
対応を考えていかざるを得ない。

コラム

  拓  く No.006

大
﨑
さ
ん
に
司
会
を
し
て
欲
し
い
と

い
う
人
も
い
て
、
少
し
ず
つ
大
﨑
フ
ァ

ン
が
増
え
て
い
る
の
を
感
じ
る
」

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
小
国
高
校
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

や
一
般
の
方
に
よ
る
フ
リ
マ
な
ど
高

校
側
の
主
旨
も
伝
わ
り
、
と
て
も
良

か
っ
た
」

「
台
風
15
号
上
陸
の
時
に
は
、
気
象

情
報
に
対
す
る
注
意
喚
起
な
ど
が
放

送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
通
常
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
等
だ
け
で
な
く
そ
う
い
っ

た
情
報
も
あ
る
と
も
っ
と
良
い
局
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
」

「
面
白
い
番
組
も
増
え
て
き
た
。
も
っ

と
町
の
人
に
聞
い
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は

「
防
災
に
関
し
て
、
現
在
町
の
屋
外

放
送
シ
ス
テ
ム
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
接

続
で
放
送
し
て
い
る
。
万
が
一
災
害

等
で
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
た
場
合

は
エ
フ
エ
ム
小
国
の
電
波
を
つ
か
っ

て
ラ
ジ
オ
の
音
を
流
せ
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
月
の
台
風
の

時
に
は
停
電
し
た
地
域
で
は
ラ
ジ
オ

か
ら
の
情
報
が
重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
、

今
後
も
防
災
情
報
の
発
信
に
努
め
た

い
。
貴
重
な
ご
意
見
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
、
第
71
回
エ
フ
エ
ム
小

国
番
組
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
宇
野
英
典
審
議
員
長

ほ
か
審
議
員
４
名
、
エ
フ
エ
ム
小
国

か
ら
は
原
部
文
治
技
術
部
長
ほ
か
２

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

審
議
員
か
ら
は

「
木
育
の
コ
ー
ナ
ー
は
当
初
に
比
べ
て

テ
ン
ポ
が
良
く
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
行
政

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
ゲ
ス
ト
と
の
や

り
と
り
が
聞
き
や
す
か
っ
た
。
番
組

全
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
み
ん
な
が
気
軽
に
聞
け
る
よ

う
な
・
聞
い
て
ほ
し
い
番
組
に
な
っ

て
き
た
」

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
浴
衣
姿
で
対
談
す
る

コ
ー
ナ
ー
は
少
し
季
節
感
が
ず
れ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
た
」

「
以
前
か
ら
だ
が
、
小
国
町
の
情
報
は

良
く
流
れ
て
い
る
が
町
外
の
情
報
が

少
な
い
。小
国
町
の
人
が
町
外
で
行
っ

て
い
る
活
動
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

と
、
小
国
町
の
評
価
が
町
の
人
に
も

感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

取
材
に
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す
る
の
は

難
し
い
と
思
う
の
で
、
カ
メ
ラ
の
貸

出
し
シ
ス
テ
ム
を
周
知
し
て
町
外
で

活
動
す
る
団
体
に
撮
影
し
て
も
ら
う

等
の
方
法
も
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
」

「
私
の
周
り
で
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

第
71  

回
エ
フ
エ
ム
小
国
番
組
審
議
会

話題・コラム
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９
月
19
日
︵
土
︶
、第
21
回
小
国
町

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
戦
後
70

年
、平
和
の
祈
り
～ 

桂
春
蝶
さ
ん
に
よ

る
講
演
と
落
語
が
Ｊ
Ａ
情
報
企
画
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
が
隣
保
館
を
出
発
、ス
ギ
ト
ピ

ア
公
園
を
ぬ
け
て
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
中

央
支
所
ま
で
の
道
の
り
を
約
３
０
０
名

が
人
権
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、落
語
家
の
桂
春
蝶
さ

ん
に
よ
る
講
演
と
落
語
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
ず
、は
じ
め
に
講
演
が
行
わ
れ
、

創
作
落
語
に
入
る
前
に
緊
張
ほ
ぐ
し
と

い
う
こ
と
で
関
西
弁
の
軽
快
な
ト
ー
ク

で
ご
自
身
の
生
立
ち
か
ら
、現
在
に
至

る
活
動
の
紹
介
を
し
て
頂
き
、客
席
は

大
爆
笑
の
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
の
創
作
落
語「 

明
日
あ
る
君

へ
～
知
覧
特
攻
物
語
～
」で
は
、桂
さ
ん

ご
自
身
が
主
張
す
る「
最
大
の
人
権
侵

害
で
あ
る
戦
争
」に
対
す
る
思
い
を
熱

演
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
目
頭
が
熱

く
な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

連
休
初
日
に
も
関
わ
ら
ず
、町
内
他
、

延
べ
３
０
０
名
を
超
え
る
方
に
参
加
し

て
頂
き
、大
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、毎
年
12
月
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
本
年
は
12
月
５
日

︵
土
︶
に
開
催
致
し
ま
す
。

　

小
中
学
生
の
人
権
劇
・
高
校
生
の
意

見
発
表
等
を
中
心
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
21
回
小
国
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

～
戦
後
70
年
　
平
和
の
祈
り
を
こ
め
て
～

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る

た
め
、全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
次
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

　

◆
実
施
日
時　

　
　

①
実
施
期
間

　
　
　

 

11
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）

　
　

①
時
間　

　
　
　

平
日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
７
時

　
　
　

土
日　

午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
５
時

　

◆
相
談
担
当
者　

　
　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

　

◆
相
談
内
容

　
　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ

　
　

Ｖ
）、職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

　
　

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
を

　
　

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
課
題

　

◆「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　

相
談
専
用
電
話
番
号

　
　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
　
（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

＊  

相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

  　

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊ 

な
お
、熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、開
庁

　

 

日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

　

 

15
分
ま
で
、常
時
、同
じ
専
用
電
話
番

　

  

号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

  

全
国
一
斉『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

マイナンバー窓口の設置について
　いよいよマイナンバー制度が始まります。
　小国町でも通知カードの送付が始まりました。この
広報と同時にマイナンバーの政府広報を配布します
ので、ご確認ください。
　また、役場１階にマイナンバー窓口を設置しまし
たのでお気軽にご相談ください。
　電話でも相談を受け付けております。
　問役場総務課　☎ 46-2111

第２部　桂春蝶さんによる講演と落語

吹奏楽部先導によるオープニングパレード

人　　権
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産　　業

入 札 結 果 の お 知 ら せ
工事・委託名 業者名 請負・委託額 ( 円 )

町営柏田住宅浴室改修工事 ㈲穴井住設 7,236,000 
町道明里線上部工設置工事 ㈱肥後建設社 108,540,000 
小国町木魂館温泉施設木質バイオマスボイラー設置工事 ㈲産興 22,464,000 
小国町木魂館木質バイオマスボイラー建屋工事 悠春工房㈱ 4,881,600 

  入札日　平成 27 年 10 月 22 日
芹原地区取水堰整備工事 ㈲梶原建設 5,540,400 
小国町橋梁詳細点検業務委託 ㈱建設プロジェクトセンター 5,184,000 
銭亀田災害復旧工事 ㈲梶原建設 1,522,800 
西ノ平田災害復旧工事 ㈱伊藤組 1,512,000 
西村田災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 982,800 
向原水路災害復旧工事 ㈱橋本建設 3,045,600 
上湯原水路災害復旧工事 ㈲時松産業 814,320 
旗返頭首工災害復旧工事 ㈲さとう工業 4,698,000 
町道小原田寺尾野線道路改良工事 ㈱肥後建設社 18,792,000 

入札日　平成 27 年 10 月 7 日

　

こ
の
ほ
ど「
小
国
郷
協
力
雇
用
主
の
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
５
階
で
開
催
さ
れ

た
設
立
総
会
に
は
、阿
蘇
北
部
保
護
司
会

の
働
き
か
け
に
よ
り
、小
国
町
・
南
小
国
町

か
ら
建
設
業
・
旅
館
業
な
ど
23
の
事
業
主

が
参
加
。会
則
な
ど
の
承
認
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、熊
本
保
護
観
察
所
に
よ
る
協
力
雇

用
主
制
度
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
力
雇
用
主
と
は
、過
去
に
罪
を
犯
し

た
こ
と
が
あ
る
人
を
承
知
の
上
で
雇
用

し
、そ
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事
業
主

で
す
。無
職
者
の
再
犯
率
は
有
職
者
の
お

よ
そ
４
倍
で
、刑
務
所
再
入
所
者
の
お
よ

そ
７
割
が
再
犯
時
に
無
職
で
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　

罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
本
人

の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
社
会
に
居
場

所
と
仕
事
を
確
保
し
地
域
と
の
絆
を
保
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。再
犯
を
防
ぐ
こ
と
は

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

す
。協
力
雇
用
主
を
は
じ
め
、地
域
住
民
の

理
解
や
見
守
り
、支
え
合
い
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

小国郷協力雇用主の会
「くりの実会小国支部」設立

　

平
成
27
年
度
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷

畜
産
共
進
会
が
９
月
19
日
（
土
）、

宮
原
切
原
の
小
国
家
畜
市
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
共
進
会
は
、
生
産
者
が
日
頃

努
力
さ
れ
た
成
果
を
披
露
し
、
今
後

の
家
畜
改
良
や
飼
養
技
術
の
向
上
を

目
的
と
し
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
後

継
者
不
足
等
に
よ
る
産
地
の
維
持
な

ど
が
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
両
町
よ
り
合
わ
せ
て
53
頭
が
出

品
さ
れ
、
肉
用
種
６
部
門
で
体
格
や

発
育
な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
主
席
は
次

の
と
お
り
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
名
誉
賞
首
席
◆

　

褐
毛
和
種　

子
牛
の
部

　
　

名
号　

は
る
ひ
め

　
　

下
城　

宮
崎　

雄
矢

　

黒
毛
和
種　

育
成
牛
の
部

　
　

名
号　

ひ
さ
ひ
め

　
　

宮
原　

原
山　

貢

　

肥
育
牛
の
部

　
　

名
号　

光
平
安

　
　

上
田　

橋
本　

泰
蔵

◇褐毛和種　子牛の部◇
はるひめ号と宮崎さん

◇黒毛和種　育成牛の部◇
ひさひめ号と原山さん
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「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
と
は
、
国
内
の
自

治
体
や
企
業
な
ど
の
間
で
広
が
っ
て
い
る
、

木
育
を
推
進
す
る
取
り
組
み
で
す
。
小
国
町

も
２
年
前
に
九
州
初
の
宣
言
都
市
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
イ
ン

フ
ォ
テ
リ
ア
さ
ん
が
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣

言
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
お
も

ち
ゃ
美
術
館
さ
ん
が
ご
縁
を
つ
な
い
で
く
だ

さ
り
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５
千
本
の
小
国
杉
が
育
つ
「
イ
ン
フ
ォ
テ
リ

ア
の
森
」の
間
伐
支
援
や
、企
業
の
宣
伝
グ
ッ

ズ
に
小
国
杉
を
使
っ
て
頂
け
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
小
国
杉
を
は
じ
め
木
の
温
も
り
や
良

さ
を
ど
ん
ど
ん
広
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
で
21
回
目
と
な
り
ま
し
た
小
国
郷
優

良
材
市
が
小
国
町
森
林
組
合
若
宮
共
販
所
に

て
11
月
４
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
号
に
て
詳
細
は
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

市
況
の
状
況
で
す
が
、
販
売
数
量
は
晴

れ
の
日
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
と
比
べ
て
も
多
い
状
況
で
し
た
。

　

平
均
単
価
は
、
若
干
下
落
傾
向
で
す
が

９
０
０
０
円
台
後
半
と
安
定
し
て
い
ま

す
。
中
目
材
（
20
～
28
ｃ
ｍ
）
が
千
円
近

く
値
下
が
り
し
ま
し
た
。
長
材
が
高
値
で

取
引
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
状
況
で
す
が
、
販
売
数
量
は
多

い
状
況
が
続
く
見
込
み
で
す
。
平
均
単
価

は
、
出
荷
材
の
増
加
に
伴
い
若
干
下
落
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
大
型
工
場
の
取
引
は

継
続
中
の
た
め
安
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
営
利
販
売
に
努
力
致
し
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

200

木
材
価
格
の
状
況

第
21
回
小
国
郷
優
良
材
市
開
催
！

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 10 月 1 日 10 月 15 日
販　売　数　量 1,642 ｍ ³ 1,478 ｍ ³
販　売　金　額 　16,380 千円 14,448 千円
総　　平　　均 9,977 円 9,774 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

10 ～ 13 11,190 12,240 12,430 12,460
14 12,910 12,910 12,160 12,160

16 ～ 18 12,440 12,960 12,740 12,980
20 ～ 22 12,220 15,000 11,890 16,000
24 ～ 28 12,500 14,200 12,270 16,000
30cm 上 11,150 15,100 10,630 13,800

3m

10 ～ 13 9,890 9,890 9,100 9,100
14 13,210 14,000 14,000 14,000

16 ～ 18 10,100 10,100 12,530 14,000
20 ～ 22 13,020 14,000 11,600 11,600
24 ～ 28 12,150 13,600 12,250 13,000
30cm 上 11,230 12,910 10,850 12,960

2m 16cm 上 ― ― ― ―

6m
14 ～ 18 ― ― 19,000 19,000
20 ～ 28 15,180 19,000 15,500 18,000
30cm 上 15,800 18,000 34,000 50,000

桧
4m 10 ～ 16 ― ― ― ―

18cm 上 ― ― ― ―
6m 30cm 上 ― ― ― ―

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
！

品種 種別 今回取 
引頭数

平均取引価格
今回 前回 増減

あか
雌 14 546,943 469,883 77,060 

去勢 6 595,260 531,090 64,170 

黒
雌 8 600,075 487,575 112,500 

去勢 5 631,368 462,456 168,912 

計 33 ―― ―― ――

平成 27 年 10 月 5 日   小国家畜市場結果
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◎国庫支出金・県支出金
　国や県から事業を行うために交付
　されるもの
◎療養給付費交付金
　被用者保険等保険者が社会保険診療
　報酬支払基金に納付する拠出金から
　基金が市町村に交付しているもの
◎前期高齢者交付金
　前期高齢者（65～74歳）加入率が
　全保険者平均を上回る保険者に交
　付されるもの
◎共同事業交付金・拠出金
　熊本県のすべての市町村が拠出し
　て構成する財源により費用負担を
　調整するもの
◎繰入金法定内・法定外
　一般会計から特別会計へ繰入を
　行っているもの
　法定内は地方交付税などが町に交
　付されるが、法定外についてはす
　べて町の負担となる
◎基金繰入金
　小国町国民健康保険の貯金を切崩
　して受入れるもの
◎保険給付費
　医療機関で支払った金額（医療費
　の1～3割）を除いた（医療費の7～
　9割）もの等
◎後期高齢者支援金
　後期高齢者医療制度を運営してい
　くための支援金
◎介護納付金
　介護保険制度を運営していくため
　の納付金
◎保健事業費
　特定健診やがん検診、人間ドック
　の助成費用等
◎諸支出金
　過年度交付金の清算による返還金
　など

平成 26 年度国民健康保険・介護保険特別会計決算が、9 月議会で認定されました。
先月号の一般会計決算につづき、国民健康保険・介護保険特別会計決算についておしらせします。

平成 26年度小国町国民健康保険特別会計決算

国庫支出金
373,868,783 円
(32.4%)

国民健康保険税
227,774,963 円
(19.7%)

基金繰入金
20,000,000 円
(1.7%)

県支出金
95,580,778 円
(8.3%)

前期高齢者交付金
159,123,687 円
(13.8%)

繰入金法定内
62,291,308 円
(5.4%)

共同事業交付金
125,568,129 円
(10.9%)

繰入金法定外
32,000,000 円
(2.8%)

療養給付費交付金
39,688,000 円 (3.4%)

諸収入
1,756,042 円 (0.2%)

繰越金
17,604,994 円（1.5%）

歳入総額
1,155,256,684円

歳入総額
59億57,192万千円

自主財源
15億89,899千円
　　　　(26.7%)

町税　　　　　
5億92,304千円
　　　　(9.9%)

分担金及び負担金
76,720千円(1.3%)

繰越金
2億57,892千円(4.3%)

繰入金
4億41,395千円
(7.4%)

使用料及び手数料
1億5,520千円(1.8%)

諸収入他
1億15,868千円(2.0%)

地方交付税
25億55,434千円

(42.9%)

依存財源
43億67,493千円
(73.3%)

国庫支出金
3億67,558千円
(6.2%)

町債
8億7,638千円
(13.6%)

県支出金
4億57,182千円
(7.7%)

地方譲与税
74,624千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億5,057千円(1.7%)

総務費
5,261,619 円（0.5%）保健事業費

11,139,226 円
（1.0%）

保険給付費
666,924,303 円
（58.7%）

介護納付金
77,385,587 円
（6.8%）

後期高齢者支援金
151,685,726 円
（13.3%）

諸支出金
60,803,729 円
（5.4%）

共同事業拠出金
163,158,969 円
（14.4%）

歳出総額
1,136,359,159円 歳入総額

59億57,192万千円

自主財源
15億89,899千円
　　　　(26.7%)

町税　　　　　
5億92,304千円
　　　　(9.9%)

分担金及び負担金
76,720千円(1.3%)

繰越金
2億57,892千円(4.3%)

繰入金
4億41,395千円
(7.4%)

使用料及び手数料
1億5,520千円(1.8%)

諸収入他
1億15,868千円(2.0%)

地方交付税
25億55,434千円

(42.9%)

依存財源
43億67,493千円
(73.3%)

国庫支出金
3億67,558千円
(6.2%)

町債
8億7,638千円
(13.6%)

県支出金
4億57,182千円
(7.7%)

地方譲与税
74,624千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億5,057千円(1.7%)
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◎介護保険料
　第１号被保険者（65歳以上の方）
　の保険料
◎国庫支出金・県支出金
　国や県から事業を行うために交付
　されるもの
◎支払基金交付金
　第２号被保険者（40歳～64歳の
　方）の介護納付金に係り社会保険
　診療報酬支払基金から交付される
　もの
◎繰入金
　・一般会計繰入金・・・介護給付費 
　 繰入金、事務費繰入金、地域支援
　 事業繰入金に分けられ、それぞれ
　 決められた割合により繰入するもの
　・基金繰入金・・・小国町介護保険
　 の貯金を切り崩して受け入れるも
　  の（平成26年度は切り崩しなし）
◎繰越金
　前年度の余剰金
◎諸収入
　延滞金や雑入、地域支援事業費に
　伴う収入等

※国民健康保険と介護保険は、

どちらも保険税（料）や国庫

支出金等を財源として運営さ

れています。加入者の皆さん

の医療機関受診や介護保険

サービスの利用が適正にでき

るよう、お互いに支え合う制

度です。保険税（料）の納付に

ついて皆さんのご理解をお願

いいたします。

平成 26年度小国町介護保険特別会計決算

諸収入
8,292,631 円（0.9%）繰越金

36,574,034 円
（3.8%）

介護保険料
135,342,679 円
（14.1%）

国庫支出金
269,854,343 円
（28.1%）

支払基金交付金
259,822,000 円
（27.0%）

県支出金
131,470,377 円
（13.7%）

繰入金
119,756,878 円
（12.5%）

歳入総額
961,112,942円 歳入総額

59億57,192万千円

自主財源
15億89,899千円
　　　　(26.7%)

町税　　　　　
5億92,304千円
　　　　(9.9%)

分担金及び負担金
76,720千円(1.3%)

繰越金
2億57,892千円(4.3%)

繰入金
4億41,395千円
(7.4%)

使用料及び手数料
1億5,520千円(1.8%)

諸収入他
1億15,868千円(2.0%)

地方交付税
25億55,434千円

(42.9%)

依存財源
43億67,493千円
(73.3%)

国庫支出金
3億67,558千円
(6.2%)

町債
8億7,638千円
(13.6%)

県支出金
4億57,182千円
(7.7%)

地方譲与税
74,624千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億5,057千円(1.7%)

総務費
10,525,780 円
（1.1%）

諸支出金
10,391,883 円
（1.1%）

地域支援事業
20,095,606 円
（2.1%）

保険給付費
903,833,744 円
（95.7%）

歳出総額
944,847,013円

歳入総額
59億57,192万千円

自主財源
15億89,899千円
　　　　(26.7%)

町税　　　　　
5億92,304千円
　　　　(9.9%)

分担金及び負担金
76,720千円(1.3%)

繰越金
2億57,892千円(4.3%)

繰入金
4億41,395千円
(7.4%)

使用料及び手数料
1億5,520千円(1.8%)

諸収入他
1億15,868千円(2.0%)

地方交付税
25億55,434千円

(42.9%)

依存財源
43億67,493千円
(73.3%)

国庫支出金
3億67,558千円
(6.2%)

町債
8億7,638千円
(13.6%)

県支出金
4億57,182千円
(7.7%)

地方譲与税
74,624千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億5,057千円(1.7%)
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☆
平
成
27
年
度
の
対
象
者

　

今
年
度
の
対
象
者
に
は
４
月
に
予
診

票
と
お
知
ら
せ
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
毎
年
異
な
る
た
め
、一
人

１
回
の
接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
下
さ
い
。

対
象
者
①

対
象
者
②

　

60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

・
自
己
負
担
額　

２
，０
０
０
円

問
小
国
町
役
場
福
祉
課

　

☎
４
６
‐
２
１
１
６

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
、高
齢
者
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
高
齢
者
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
公
費（
一
部
自
己

負
担
あ
り
）で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、小
国
町
で
は
、1
歳
か
ら
64
歳
の

方
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
新
し
く
な

　
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ａ
型
2
種
類
、Ｂ
型
1
種
類

の
３
価
ワ
ク
チ
ン
で
し
た
が
、今
年
度
よ

り
Ａ
型
２
種
類
、Ｂ
型
２
種
類
の
４
価
ワ

ク
チ
ン
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
比

べ
、よ
り
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、接
種
費
用
の
一
部
を
自

己
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、ワ
ク
チ

ン
価
格
が
上
が
り
、自
己
負
担
額
が
、65
歳

以
上
は
７
０
０
円
、１
歳
か
ら
64
歳
未
満

は
１
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内
流
行

期
は
、通
常
12
月
か
ら
翌
年
の
３
月
頃
で

す
。予
防
接
種
を
す
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も
症
状
が
重
症
化
す

る
の
を
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。　

　

予
防
接
種
の
効
果
が
十
分
に
持
続

す
る
期
間
は
、接
種
２
週
間
後
か
ら

約
５
か
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

重
症
化
防
止
の
た
め
に
毎
年
接
種
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、多
く

の
方
に
重
症
化
予
防
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、接
種
後
、副

反
応
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、日

頃
よ
り
体
調
を
整
え
て
抵
抗
力
を
高

め
る
こ
と
や
、こ
ま
め
な
手
洗
い
や

う
が
い
、室
内
の
適
度
な
保
湿
、換
気

な
ど
に
よ
り
予
防
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

☆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌
物

に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、唾
液
な
ど
を

通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、気
管
支
炎
や

肺
炎
、敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
は
わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第

３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
常

的
に
生
じ
る
成
人
の
肺
炎
の
う
ち

１
／
４
～
１
／
３
は
肺
炎
球
菌
が
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
接
種
で
き
る
医
療
機
関

　

小
国
公
立
病
院
・
お
ぐ
に
整
形
外

科
・
お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
蓮

田
医
院
に
予
約
し
て
下
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

65
歳
の
方

70
歳
の
方

75
歳
の
方

80
歳
の
方

85
歳
の
方

90
歳
の
方

95
歳
の
方

1
0
0
歳
の
方

昭
和
25
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
26
年
４
月
１
日
生

昭
和
20
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
21
年
４
月
１
日
生

昭
和
15
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
16
年
４
月
１
日
生

昭
和
10
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
11
年
４
月
１
日
生

昭
和
５
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
６
年
４
月
１
日
生

大
正
14
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
15
年
４
月
１
日
生

大
正
９
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
10
年
４
月
１
日
生

大
正
４
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
５
年
４
月
１
日
生

　平成 25 年 10 月に熊本市・水俣市で開催された
外交会議において、水銀に関する水俣条約が採択・
署名されました。本条約は、水銀の人為的な排出
を削減し、地球的規模の水銀汚染の防止を目指す
ものです。
　熊本県では、家庭で眠っている水銀製品から事
故等による水銀の流出による環境汚染を防止する
ため、県内全地域において、平成 27 年 12 月、現
在使用されていない水銀体温計・水銀血圧計を回
収するキャンペーンを実施します。
　皆様の御協力を何卒よろしくお願いします。

水銀体温計・水銀血圧計回収キャンペーン【予告】

対象品目

回収期間

回収場所

回収方法

水銀体温計・水銀血圧計

平成 27 年 12 月（予定）

※電子式のものは対象外です。
※事業者からの持ち込みはできません。

小国町役場　住民課窓口

直接窓口にお持ちください
※詳細は別途お知らせします。

家庭で眠っている水銀体温計・水銀血圧計の回収をします。

福祉・公立病院

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
高
齢

　

者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

は
、町
が
配
布
し
て
い
る
お
知
ら
せ
や

　

説
明
書
を
よ
く
読
み
、内
容
を
理
解
し

　

た
上
で
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
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○○○○○○

　
小
国
公
立
病
院

     「
看
護
学
生
奨
学
金
制
度
」の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

小
国
公
立
病
院
事
務
局
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穴
井　

淳
二

　

小
国
公
立
病
院
で
は
、将
来
、看
護
師
と

し
て
地
域
医
療
に
携
わ
る
こ
と
を
目
指
す

学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、奨
学
金
の
貸

与
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
奨
学
金
は
、看
護
師
を
目
指
す
皆
さ

ん
の
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、卒
業
後

又
は
卒
業
後
５
年
以
内
に
当
院
で
看
護
職

員
と
し
て
一
定
期
間
お
勤
め
頂
く
と
返
済

が
全
額
免
除
さ
れ
る
と
て
も
有
利
な
制
度

で
す
。

《
制
度
の
概
要
》

◆
対
象
者　

看
護
大
学
・
看
護
短
期
大
学
・

　

看
護
師
養
成
施
設
に
入
学
予
定
又
は
在

　

学
中
の
方
で
、免
許
取
得
後
、当
院
の
看

　

護
職
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
方

◆
貸
与
額　

月
額
５
万
円

◆
貸
与
期
間　

貸
与
を
決
定
し
た
月
か

　

ら
在
学
し
て
い
る
養
成
施
設
を
卒
業
す

　

る
月
ま
で

◆
返
還
免
除　

当
院
で
勤
務
し
た
期
間
の

　

月
数
が
奨
学
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い

　

た
期
間
の
月
数
に
達
し
た
と
き
返
還
が

　

免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
応
募
方
法
及
び
書
類

　

看
護
学
生
奨
学
金
貸
付
申
請
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
様
式
第
１
号
）

【
添
付
書
類
】

　

①
在
学
証
明
書

　

②
学
校（
養
成
施
設
）推
薦
書(

様
式
第

　
　

2
号)

　

③
住
民
票
の
写
し（
世
帯
全
員
の
も
の
）

　

④
履
歴
書

　

⑤
印
鑑
登
録
証
明
書（
連
帯
保
証
人
2

　
　

名
の
も
の
）

　

近
年
、当
院
は
深
刻
な
看
護
師
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、私
た
ち
の
病
院
で
勤
務
し
、地
域

の
皆
様
方
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
高
校
生
や
看
護
学
生
の
皆

さ
ん
、ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
小
国
公
立
病
院
事
務
局

　

☎
４
６
‐
３
１
１
１

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

 

新任医師紹介

前田　顕子　( まえだ　あきこ )

●生年月日：昭和 61 年 6 月 10 日

●出  身  地：熊本県熊本市

●専門分野： 総合診療・一般内科

●趣　　味：料理

　小国の人、自然、温泉、食べ物、全部大好きで

す。３ヶ月という短い期間ですが、よろしくお願い

します。

「骨疾患の CT と MRI の使い分け」
　CT は X 線を使用しています。レントゲン検
査で骨等の重なりで見えにくい時に、3D（立体
画像）で回転させて、肋骨骨折や複雑骨折等を
表現します。
　MRI は磁気を利用して、体内の水素原子（水、
脂肪に多く含まれる）の量を解析して画像にし
ていますので、脊椎の圧迫骨折、レントゲン検
査や CT で診断出来ない時の股関節骨折や骨腫
瘍等に有用です。
　CT は短時間ですが放射線被爆があり、MRI は
被爆しませんが、30 分程度時間が掛かり、ペー
スメーカー装着等で検査が出来ない場合もあり
ます。患者様の疾患や状態に合わせた適切な検
査を選択しています。

知るほど　　なるほど！

★

福祉・公立病院
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教育・子育て

　
10
月
２
日（
金
）に
、進
路
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。講
師
に
佐さ

藤と
う

由ゆ

美み

さ
ん
を
お
迎

え
し
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
こ

と
、努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
自

分
自
身
の
今
ま
で
生
活
を
見
つ
め
直
し
、こ

れ
か
ら
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

き
っ
か
け
を
も
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

10
月
14
日（
水
）単
車
通
学
生
と
１
年
生

自
転
車
通
学
生
に
対
す
る
実
技
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
小
国
警
察
署

の
方
々
よ
り
、体
育
館
に
て
交
通
確
認
テ
ス

ト
を
行
っ
た
後
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
実
技
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。講

習
会
を
受
け
た
こ
と
で
、生
徒
た
ち
は
安
全

意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、日
頃
か
ら
安
全

点
検
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

10
月
16
日（
金
）進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ

れ
ま
し
た
。大
学
や
専
門
学
校
の
先
生
方
、公

務
員
の
方
々
や
一
般
企
業
で
働
か
れ
て
い
た

方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。生
徒
た

ち
は
進
路
希
望
に
応
じ
て
講
話
や
講
義
を
受

け
、実
際
に
大
学
で
学
ぶ
内
容
や
、就
職
す
る

に
当
た
っ
て
の
心
構
え
等
を
講
師
の
方
々
か

ら
聴
く
こ
と
で
、生
徒
た
ち
の
意
識
が
将
来

に
向
か
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）２
０
１
５
ふ

る
さ
と
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、生
徒
会
や
各
部

活
動
が
参
加
し
ま
し
た
。パ
レ
ー
ド
で
は
両

神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
、日
頃
の
感
謝
の
思
い

を
伝
え
な
が
ら
町
内
を
歩
き
、町
民
の
方
々

か
ら
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
坂
本
善
三
美
術
館
友
の
会
か
ら
、坂
本
善

三
作
品
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
発
足
し
た
友
の
会
は
、会
員

の
皆
さ
ん
の
会
費
を
積
み
立
て
て
、こ
れ
ま

で
に
も
８
点
の
作
品
を
美
術
館
に
寄
贈
し
て

い
ま
す
。開
館
20
周
年
と
な
る
今
年
は
、そ
の

記
念
と
し
て
善
三
先
生
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、「
阿
蘇
外
輪

山
」と
い
う
作
品
で
、善
三
先
生
ら
し
い
グ

レ
ー
の
空
に
夕
日
に
赤
く
照
ら
さ
れ
た
外
輪

山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
善
三
美
術
館
で
大
切
に
保
管
、展
示

し
て
い
き
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

安
全
意
識
を
高
め
る
実
技
講
習
会

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

ふ
る
さ
と
の
秋
祭
り
に
参
加

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

   

坂
本
善
三
美
術
館

　       

友
の
会
よ
り
作
品
寄
贈



　　　

　毎月２回、絵本のへやで行っているおはなし会は、今後、日時と開催場所が変わります。
メンバー一同お待ちしています。毎月の開催日は、広報「おぐにのカレンダー」のページでご確認ください。
◎開催日：毎月第１月曜　11：00 ～ 11：30　 カンガルーのぽっけ
　　　　　毎月第３土曜　11：00 ～ 11：30　小国町図書室
◎対　象：乳幼児
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教育・子育て

　　　

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★ぽっけの日
11/18(水)　11：00～カンガルー『防災食体験と講話』
12/15(火)　11：00～カンガルー『小国杉ペンダント作り』

★すくすく広場  カ  10：30 ～ 11：30
12/  8(火)　0歳児とその保護者・妊婦さんが対象です
　　　　　　『お家で簡単クッキング♪』

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    
11/14(土)、 11/22(日)  9：00～11：30
12/19(土)　13：30～　おたのしみ会を行います

★なかよしくまさん  パラソル    10：00 ～ 11：50 
11/26(木)　クリスマスリース作り 要予約
12/24(木)　クリスマス会

★その他
11/  7(土)  カ   9：00～ カンガルー土曜開館日
11/27(金)  カ   10：30～ あおぞら主催『ほっと・カフェ』
12/  2(水)  開発   14：00～ ブック・スタート
12/  7(月)  カ  11：00～ 絵本読み聞かせ
12/12(土)  カ    9：00～ カンガルー土曜開館日

★お休み（休館日）
 カ  11/13(金) 、 12/10(木) 、 11/20(金)午前のみ開館
 パラソル    11/23(月)、 11/28(土) 、11/29(日)

  　  高校生と赤ちゃんのふれあい交流会
　9 月末に小国高校 2 年 2 組の生徒と乳幼児とそのご家
族のふれあい交流会を開催しました。この事業は、高校
生が発育や発達について理解を深めるなかで生命の尊
さを学ぶことや保護者が高校生に子どもとの関わり方や
子育てについて伝えることで、自分の子育て観を深める。
という 2 点を目標として実施しています。
　今回は、名前の由来や子育てする中での思いなどを
尋ねたり、事前に高校生が小国杉を使って製作した玩具
で乳幼児と積極的にコミュニケーションをとり合う姿がみ
られ、参加されたお母さんからは「子どもが小さな今し
かできない社会貢献が出来て、嬉しかった。」との声が
ありました。

子育ちコーナー

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日
本着新 内案ご

ちゃんぽん食べたか！/  さだまさし
　笑いあり涙ありの自伝的小説。ヴァイオリニス
トになるという夢を持ち長崎から上京した中学
生の佐田少年。天才と呼ばれた少年時代から、さ
まざまな挫折を味わった高校・大学時代。その後
フォークデュオとして活動するまでの物語。

ゆるめる力・骨ストレッチ/  松村  卓
　今話題の「骨ストレッチ」。肩こり、腰
痛、膝痛・・・の原因は「骨」だった！「骨」を
意識した簡単なストレッチで、劇的に楽
になる！何をやっても楽にならなかった
人も、１度試してみる価値あり！

おいしいものと恋のはなし/  田辺聖子
　恋をしている時に抱くさまざまな感情と、
恋人の意外な一面。恋にまつわるあれこれ
と、“おいしいもの”がつまった１冊。全9編の
心満たされる田辺聖子のアンソロジー。どの
ストーリーがあなたの心をつかむ！？

はじめてのデトックスウォーター
基本のレシピ100/  斉藤  志乃
　材料を水に浸けるだけで、簡単に出来るデトックス
ウォーター。人の体には欠かせない「水」。果物、ハーブ、ス
パイスを使って、見た目も可愛く、溶けだしたビタミン、ミ
ネラルを一緒に摂取。いつもの「水」を、美味しく健康的に！

　　　定期おはなし会の日程が変わります！
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防災・防犯

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
日
に
日
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
、
暖
房
機
器
が

恋
し
く
な
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
日
常

の
生
活
を
振
り
返
り
、
日
頃

か
ら
火
災
の
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

三
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
し
な
い
。

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

　

で
使
用
す
る
。

  

秋
の
火
災
予
防
運
動

 

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

 

　
　
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

186

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

249

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や

か
に
こ
れ
を
児
童
相
談
所
等
へ
通
告
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
告
し
た
者
、
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

保
護
者
（
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
）

以
外
に
も
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
や
、
そ

の
行
為
を
保
護
者
が
放
置
す
る
行
為
も

児
童
虐
待
と
な
り
ま
す
。

【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

☎
１
８
９

※
二
十
四
時
間
対
応
、
最
寄
り
の
児

　

童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
児
童
虐
待
と
は
？

　

児
童(

18
歳
未
満
の
者)

に
対
し

て
保
護
者(

児
童
を
現
に
監
護
す
る

者)

が
次
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待

　
　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

　
　

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト(

怠
慢
又
は
拒
否)

　
　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

　
　

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

　
　

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病

　
　

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

・
性
的
虐
待

　
　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

　
　

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

　
　

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

　
　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

　
　

兄
弟
姉
妹
間
で
の
差
別
的
扱
い

　
　

な
ど

※
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
身

体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
と
そ
の
行
為
を
保
護
者
が
放
置
す

る
行
為
も
含
み
ま
す
。

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

　

火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

　

置
す
る
。

〇
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

　

に
、
防
火
品
を
使
用
す
る
。

〇
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消

　

す
た
め
に
、
消
火
器
等
を

　

設
置
し
て
お
く
。

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分

署
の
定
期
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
北
部
分
署
を
離
れ
る
職
員

　　

穴
井　

吉
近（
通
信
指
令
課
）

　

宮
崎　

達
信（
中
部
消
防
署
）

　

木
山　

貴
文

　
（
救
急
救
命
九
州
研
修
所
入
校
）

  

定
期
異
動

◎
北
部
分
署
に
異
動
し
て
き

　

た
職
員

　

杉
本　

英
二
（
消
防
２
課
）

　

木
村　

彰
宏
（
消
防
２
課
）

　

宮
川　

将
一
（
消
防
１
課
）

　

平
成
27
年
度
に
採
用
さ
れ

た
北
部
管
内
出
身
の
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。

　

室
原　

優
正（
小
国
町
出
身
）

　　

消
防
学
校
初
任
科
（
前
期
）

を
卒
業
し
、
中
部
消
防
署
へ

配
属

　

穴
井　

綾
悟（
小
国
町
出
身
）

　　

中
部
消
防
署
か
ら
消
防
学

校
初
任
科
（
後
期
）
へ
入
校

  

新
職
員
紹
介

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

     

　
　 

　    

解
決
す
べ
き
問
題
で
す
！

◇
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
‥

　
　
　

  　

   

た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！
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第21回小国町人権啓発フェスティバルのお知らせ 宿徳大学　講演会のお知らせ

12月1日は「世界エイズデー」です

「税を考える週間」11月11日から17日まで
～地方税（地豊

ほう
税）は地方を豊かにする税です～

　毎年 12 月の人権週間に合わせて開催している小
国町人権啓発フェスティバルを今年も、～かたりつぐ
おぐにっ子人権劇場～をテーマに児童生徒たちが中
心となって日頃の人権学習の取組みなどを発表しま
す。皆さんお誘い合わせの上お越しください。
◎日　時　12 月 5 日 ( 土 )  8：30 ～
◎場　所　JA 阿蘇小国郷情報企画センター
　　　　　※当日は、JA 会場にて特設人権相談所
　　　　　　を開設します。　
　問小国町隣保館　☎ 46-5720

　高齢者向け生涯学習講座として、宿徳大学講演会
を開催します。宿徳（しゅうとく）とは、「年功を積
んだ徳の高い人」または「落ち着いて貫禄のあるさま」
などの意味があります。まさに、高齢者の皆様方そ
のものであり、様々な知識を蓄えさらにこれからの人
生の生きがいとして頂けたらと計画しました。たくさ
んのご参加をお待ちしております。
◎日　時　12 月 6 日（日）13：30 ～
◎場　所　小国町山村開発センター 5 階
◎テーマ　「認知症について」
◎申込み　不要（お気軽にご参加ください。）
　問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

　阿蘇保健所では、「世界エイズデー」にあわせ、
通常の検査日に追加して検査を実施します。
　エイズは、HIV というウイルスに感染しておこる病
気です。感染から発病まで、数年の潜伏期があるた
め、知らないうちに大切な人に感染させてしまう危険
があります。自分自身を守るため、そしてあなたにとっ
て大切な人を守るために、不安のある方はぜひこの
機会に検査を受けましょう。
＜特例検査日時＞
　平成 27 年 12 月１日（火）13：00 ～ 16：00
＜通常の検査日時＞
　毎週水曜日　13：00 ～ 16：00
　毎月第１木曜日　17：00 ～ 19：00
　※無料、匿名検査。要予約。
　結果は採血後、約１時間でお知らせします。
お問い合わせ・予約先
　阿蘇保健所保健予防課　☎ 32-0535

　税とは国あるいは県や町がその活動に要する経
費をまかなうのに必要な収入を得るため国民から
徴収する金銭であり、国が課税するものを国税、
地方団体が課税するものを地方税といいます。
　税金は納期限までに納めましょう。
　税務署では今年は、「税の役割と税務署の仕事」
をテーマとして、適正・公平な課税及び徴収の実
現に向けた国税庁の取組や今後の課題について、
様々な機会を通じて紹介することとしています。
　国税庁ホームページ内の、「ご紹介します　税
の役割と税務署の仕事」バナーからリンク）を是
非ご覧ください。（www.nta.go.jp）
　問阿蘇税務署　☎ 22-0551　※自動音声案内

給与所得者の年末調整
12 月は、給与等に係る源泉所得税の年末調整の月
です。「年末調整」は、毎月の給与等から源泉徴収さ
れた所得税及び復興特別所得税の１年間の合計額（以
下「源泉徴収税額」といいます。）と、その年の給与
総額源泉徴収税額の過不足分を精算するものです。
大部分の給与所得者は、年末調整により、その年の
納税を完了することになります。年末調整が正しく
行われるためには、勤務先に扶養親族や保険料など
の申告を正しく行うことが大切です。
なお、マイナンバー制度導入に伴い、給与所得者
は平成 28 年 1月以後に給与の支払者に提出する「給
与所得者の扶養控除等（異動）申告書」に、給与所
得者本人、控除対象配偶者、控除対象扶養親族等の
個人番号を記載する必要があります。
詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp
又は国税庁   検索   ）をご覧ください。
　問阿蘇税務署　☎22-0551　※自動音声案内

募集・お知らせ

熊本県最低賃金が改定されました。

この最低賃金は、県内すべての事業所、
労働者に適用されます。

  問熊本労働局労働基準部賃金
　  ☎096-355-3202
  又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

時間額６９４円
（平成 27年10月17日から）

必ずチェック最低賃金！
使用者も、労働者も



水 道 当 番 店
（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎ 46-2231

22 日 （ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

23 祝
伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

29 日 （ 有 ） 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 水 道 部 ☎ 46-6148

6 日

（ 有 ） 産　　　　 興 ☎ 46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎ 46-3190

13 日 佐 藤 設 備 ☎ 46-5174

た か の 住 設 ☎ 46-2731

11

12

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　  11 / 17・24　　　　12 / 1・8・15

木 　  11 / 19・26　　　　12 / 3・10

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの

かた、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談
ください。

※電話相談も受け付けています。

税 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。
◎固定資産税（第 3 期分）
◎納期限及び口座振替日：11 月 25 日（水）　

税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願
いします。

ふるさと寄附金

社 協 告 知 板
　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして
　　黒渕杉平　　梅木　俊一様　　故人　知子様
　　宮原関田　　平島　雅秋様　　故人マサ子様
　　
　○寄付として
　　・ 宮一会　様
　　・（有）新明館　後藤　健三様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社
会福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

　宮原にお住いの時松優子様から、福祉や教育の
充実向上のために、ご寄附をいただきました。
　並びに、ふるさと寄附金として
　東京都品川区の佐藤淳也様から15万円
　大阪府豊中市の浅見洋様から5千円
　林義純様、石川県志水町の方から5千円
　熊本市南区の方から5千円
　その他匿名の10名の方々、合計15名の皆さんか
らふるさと寄附金を頂きました。

　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご
意向に応えられるよう有意義に活用させていただ
きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小国町

1116 12 15
霜月 師走

のお礼

16OGUNI 2015.11

○○○○○○募集・お知らせ

休日在宅医
11/16 ～

12/15 小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

11/22 松 見 内 科 クリ ニ ック ☎ 22-0260

  　23 脇 胃 腸 科 ☎ 32-2500

  　29 坂 梨 ハ ートクリニック ☎ 24-6262

12/  6 たくもと小児科クリニック ☎ 34-2202

  　13 栗 林 内 科 医 院 ☎ 24-1024
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学 校 公 開 日
 11 /16 月 小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

 12 /15 火 小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

17 OGUNI 2015.11

16 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

17 火

18 水

19 木 １歳 6 か月児健診  開発 受付 13：00 ～ 13：15

20 金

21 土 図書室おはなし会 図書 11：00 ～ 11：30

22 日

23 月
ソフトバンクホークス野球教室林間広場 13：30 ～

（雨天時：小国ドーム）
 パラソル休館日

24 火

25 水 無料法律相談  開発 受付 10：00 ～ 15：00

26 木

27 金 第 20 回九州森林フォーラム 木魂館 13：30 ～

28 土 第 20 回九州森林フォーラム 木魂館 10：00 ～
パラソル休館日

29 日 パラソル休館日

30 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

1 火

2 水
３～４か月児及び６～７か月児健診
 　　　　　　 開発 受付 13：00 ～ 13：15

3 木

4 金 年金相談  開発405 号室 10：00 ～ 15：00
【予約制☎ 096（367）2503】

5 土

小国町人権啓発フェスティバル
　・ステージの部  JA  8：30 ～
　・展示の部 隣保館 13：00 ～（～ 13 日まで）
小国家畜市場

6 日 パラソル休館日

7 月
図書室おはなし会 カンガルーのぽっけ 
11：00 ～ 11：30
行政相談  パラソル 10：00 ～ 12：00

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

15 火

12

11

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター　  図書  小国町図書室

元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

18 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

19 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

20 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

24 火 13：30 ～ 倉原公民館

25 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

26 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

27 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

1 火 13：30 ～ 倉原公民館

2 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

3 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

4 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

9 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

12

11

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。



町のうごき
平成 27 年 10 月 1 日現在（前月比）

総人口　7,553 人　（− 28）

男　性　3,570 人　（−   7）

女　性　3,983 人　（− 21）

世帯数　3,150 戸　（− 11）
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編  集  後  記

表紙の写真

　国道212号から入り道路下を抜ける
と、雄大なイチョウの木の全景が目に
入ります。毎年、10月中旬からはラ
イトアップが行われ、年間を通じて観
光客が多く訪れる小国の観光スポット
の一つとなっています。
　下の城のイチョウには、様々ないわ
れや伝説があります。戦国時代末期、
下城の城主であった上総介経賢（かず
さのすけつねかた）の母・妙栄（みょ
うえい）の墓は、樹下に存在する五輪
塔だという説が有力といわれていま
す。
　また、宮原の鏡ヶ池伝説に出てくる
小松女院が、清原正高（きよはらのま

さたか）を慕い、たどり着いた地がこ
こ下城という説もあります。女院の乳
母がここで病死し、葬られた場所とも
伝えられています。
　下の城のイチョウは、別名「チチこ
ぶさん」という愛称でも親しまれてい
ます。枝張りが横に長く垂れ下がるよ
うになっている枝が、女性の乳に見え
るともいわれます。乳の出が少ない女
性が、祈りを込めてこの木の樹皮を煎
じて飲めば、乳の出が良くなるという
言い伝えは有名です。
　最大で樹齢1,000年以上といわれる
イチョウの木は全国的にも珍しく、今
日まで地元の方々からも大切に見守ら
れてきました。
　９月の台風では枝が多数折れ落ちて
しまい、また老樹であることからも町
としても注意深く観察、養生している
ところです。これからも、小国町を代
表する巨木であるこのイチョウを後世
に伝え、守り続けていくことが大切と
思われます。

小国のお宝⑲

　このコーナーでは小国町にある文化財をご紹介しています。今回は、
下城地区にある天然記念物をご紹介します。

国指定天然記念物  ～下の城のイチョウ～

昭和 9 年 12 月 28 日指定

　 樹　　高　　約 25 ｍ
　 根  回  り　　約 10 ｍ
　 枝 張 り　　東西約 34 ｍ
　 　 　　　　　南北約 40 ｍ
　 樹　　齢         600 ～ 1,000 年以上

　この秋、いろんなお祭りが目白押

しでした。「小国町観光PR感謝祭」、

「ふるさとの秋祭り」、「ほっぽ宝来

祭」、「善三美術館 20 周年感謝祭」、

「わいた温泉感謝祭」、「ちちこぶ祭

り」、「小国町文化祭」…などなど。

屋外イベントは天気に悩まされる

ことが多いですが、今年は本当に

天候に恵まれ過ごしやすいお祭り

日和が多かったようです。11 月の

祭りが終わると一気に冬の足音が。

ストーブや暖房器具を使用する季

節になりますが、乾燥しやすく火

災が起こりやすいので注意も必要

です。また風邪やインフルエンザ

にも気を付けて寒さに負けずお過

ごしください。� （リエ）

　今月の表紙は、2014 おぐにフォ

トコンテストでグランプリに輝い

た作品。黒渕下滴水の棚田の風景

です。特に夕日に照らされてキラ

キラ光る秋の田んぼは、「日本の里

山」と言った風景です。


